
ストアレジハ

ームはスチールホームの 2 倍の長さがある。)これを受台にもた 貨物を荷受先に鍛出されなければならない。 ま た発送貨物は，

せ，次にスチ ーノレホームはビーム上を滑動して前進させるもの 何送先から，すみやかに貨物約針]場に搬入され，貨車に積み込

で，これによるとインバートのコンクリ ー トも同時に打てる特 まねばならない。 しかし一般的に貨物 (主 として車扱貨物)は，

長がある。 lU正輸送ìji(立に積卸場 l に一時~績を行な っ て，貨車への積込

使用する スチーノレホームの長さは，コ ングリート打設後， ど み，あるいは取釘]しを行なわねばならない。 さらに貨車 l 車当

のくらいの時間養生を必要とするかにより決まる 。 スチー ルホ りの輸送量は，小運搬具紛送量の 3-5 倍であり， 一時集積貨物

ームを撤去した場合，崩落に抵抗するだけアーチが十分な力を の搬出，搬入は， 必然的に貨物fJ'1J1相場を滞1't場所として使用す

うるには 30kg/cm' 程度の強度が必要である 。 一般に打設後 1 5 ることとなり，荷役作業場である貨物積創l場の機能を阻害する

時間程度は存置する必要がある。 したがっ て闘鉄のずい道断û'l i こと になる。 また (Jj主の都合守ーによ っ て，貨物の貨物積卸場と

では，スチールホームの長さは 10m 程度のものが多く使われ の徹日 l，搬入が長時間にわたる場合があり，貨物航却場 Hこ滞

ている。重量は単線裂で約 40t，復線型で約 60t 程度である 。 1'tが生じている 。

またスキンプレートはスチー ルホームの重量に大きな影響があ 近年の貨物のユニ ット ロード (unit load ) 化 (パ レット ， スキ

る 。 強度 ・ 疲労度 ・ 摩耗度等を考慮して厚さ 4.5- 6mm の高桜 ッド?の f古川J)によ っ て ， 貨物の荷役作業は機械化され， 貨物

力鋼板が使用されている 。 ----"逆巻。 (月 阿照) の修動が比較的容易 と な っ てきたので，貨物税卸場は滞貨を級

ストアレジハウス (英) storage house 貨物駅で貨物を- 1)少なくし荷役作業 1 : として有効に使用するための一つの方

時保管する貨物取扱設備である。 貨車の使用効率と貨物的卸場 法 として ， 貨物の →時集積は，貨物積飼l場に近緩し，貨物の移

の回転率を向上するためには，貨物積卸場は，貨物や小運搬共 転距離の厳も少な く なる位院に一時集積場所，すなわちスト ア

(トラック ・ オート 三輪車等)との荷役作業場として使用されな レ ジハウスを設けることが考えられる 。 この場合の規模は， 官官

ければならない。í't貨物量，取扱貨物の品種，荷

ス ト アレジ 2 階平面図

貨物積卸場を本来の術役作業場として有効に使用するには，

到着貨物は，すみやかに到着貨車から貨物積卸場に取り卸し，

ス ト ア レジ断面凶
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姿等を十分調査して決定する。

{立白は，貨物積卸場と一体とな

っ て有機的に使用できるととも

に，小運搬具との荷役作業も容

易なように考慮せねばならなし、。

現在本絡が]なストアレジハウ

スは，締問駅新 3 号低床積卸場

(上家内車扱)に設けられている。

その規模は，次のn式によ った。

スト ア レジハ ウ ス収容量=最大滞貨量一貨物積卸場滞貨量

段大前日貨蹟 = 1 日平均到着貨物量×繁忙係数×滞貨率

繁忙係数=1. 2

m 1可 ヰ.(= 1. 0

貨物杭D'IJ場滞貨f員一=桁役作業に支障のない滞w量= 1 日 平均

到li貨物i註の 20 % (好問 豊 ・ 望月英策)
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